
次期健康関連計画策定業務採点基準および評価点数

各採点項目について、別紙採点表に記入してください。

採点基準

A＝県内市町および県外市町村で、健康増進計画・食育推進計画・自殺対策計画・歯科保健計画策定の実績がすべてある。

B＝県内市町および県外市町村で、健康増進計画・食育推進計画・自殺対策計画・歯科保健計画策定の内、実績がいずれか３つある。

C＝県内市町および県外市町村で、健康増進計画・食育推進計画・自殺対策計画・歯科保健計画策定の内、実績がいずれか２つある。

D＝県内市町および県外市町村で、健康増進計画・食育推進計画・自殺対策計画・歯科保健計画策定の内、実績がいずれか１つある。

E＝上記の計画実績はないが、他の計画策定の実績がある。

A＝４つ以上の個別計画を、１つに統合したことがある

B＝３つの個別計画を、１つに統合したことがある

C＝２つの個別計画を、１つに統合したことがある

D＝これまでに実績はないが、現在計画統合の業務を実施している

E＝実績はない

A＝担当者が明確化、チーム等が編成されており、日々の連携、緊急事態等の迅速な対応ができる体制である。また、国の動向等最新情報を
収集、共有できる体制が整っている。

B＝チーム等が編成されており、日々の連携、緊急事態等の迅速な対応ができる体制である。また、国の動向等最新情報を収集、共有について
も記載がある。

C＝チーム等が編成されており、日々の連携、緊急事態等の迅速な対応ができる体制である。

D＝業務体制の具体的な記載がなく、担当者等が記載されているのみで、日々の連携等に不安が残る。

E＝業務体制の具体的な記載がなく、日々の連携、緊急事態等の対応や情報収集体制等に不安がある。

A＝項目が詳細に書かれ、網羅されており、市の事情をくみ取ったスケジュールである。

B＝項目が詳細に書かれ、網羅されており、取組時期もおおむね適正である。

C＝項目が網羅されており、取組時期もおおむね適正である。

D＝項目が網羅されているが、取組時期の再検討が必要な項目がある。

E＝スケジュールに必要項目が一部欠落しており、再検討が必要。

事業実績（過去10年
間で同種又は類似
業務の実績がある
か）

計画統合の実績

業務体制・連絡調整
等

評価

配点

計画策定スケジュー
ル

評価

配点

EDCBA

1581015

A B C D E

配点 5 4 3 2 0

評価 A B C D E

10 7 5 3 1

評価 A B C D E

配点 5 4 3 2 1

採点項目 評価

1

2

3

４の１



A＝順序立てて構成がされており、わかりやすさ、文字の大きさ、ビジュアルなどの見やすさ（視覚的）にも長けており、編集能力が高い。

B＝順序立てて構成がされ、見やすい編集になっており、編集能力もある。

C＝順序立てて構成がされており、見やすい編集になっている。

D＝構成または見やすさなどのいずれかに課題があり、編集能力に不安が残る。

E＝計画作成イメージや計画見本が提出されていない。

A＝上限額との乖離が20％以上

B＝上限額との乖離率が15％以上20％未満

C＝上限額との乖離率が10％以上15％未満

D＝上限額との乖離率が５％以上10％未満

E＝上限額との乖離率が０％以上５％未満

合計点数 点/50点

計画書作成イメー
ジ・編集力

経済性（予算対比）

評価 A B C D E

E

配点 10 8 6 4 2

5 4 3 2 1

評価 A B C D

４の２

5

配点


